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（参考）
事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

【負債の部】

【純資産の部】

・固定負債は病院・記念講堂建設工事に係る借入金の返済金9億4,500万円を支払ったことにより、8億9,200万
円の減となりました。

・第１号基本金は病院・記念講堂建設工事に係る借入金返済分9億4,500万円などを組入れたことにより、15億
200万円の増となりました。
・繰越収支差額は基本金に17億9,400万円を組入れたことなどにより、22億9,700万円の減となりました。

・特定資産は病院・記念講堂建設工事に係る借入金の返済に充当する減価償却引当特定資産9億4,500万円を
取り崩したことにより、9億1,600万円の減となりました。
・その他の固定資産は記念講堂建設工事の支払に充当する有価証券7億円を取り崩したことにより、7億700万円
の減となりました。

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定負債

流動負債

負債の部合計［B］

○資金収支計算書 ○事業活動収支計算書

○貸借対照表

■資金収支計算書総括表（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで） ■事業活動収支計算書総括表（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

■前年度末との主な増減は次のとおりです。

■貸借対照表総括表（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

【資産の部】

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

【収入の部】

科　　目 ４年度予算
①

4年度決算
②

予算との差異
（①－②）

3年度決算
③

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

前年度決算との
差異（②－③）

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業･収益事業収入
医 療 収 入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
当 年 度 収 入 合 計
前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
［A］
［B］

3,373,930
31,149
106,300
465,400
700,000
443,370
2,488,000
525,150
169,010

0
452,450
2,606,574
△948,450

（10,412,883）
1,083,137
11,496,020

3,205,255
26,288
96,194
626,138
732,232
417,593
2,425,051
534,288
190,514

0
460,598
2,763,240
△978,330

（10,499,061）
1,320,274
11,819,335

168,675
4,861
10,106

△160,738
△32,232
25,777
62,949
△9,138
△21,504

0
△8,148

△156,666
29,880

（△86,178）

△323,315

3,273,855
30,120
98,091
524,117
357,451
530,367
2,425,577
556,376
241,720
2,300,000
455,546
4,454,016
△1,024,703

（14,222,533）
1,405,326
15,627,859

△68,600
△3,832
△1,897
102,021
374,781
△112,774

△526
△22,088
△51,206

△2,300,000
5,052

△1,690,776
46,373

（△3,723,472）

△3,808,524

科　　目 4年度予算
①

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
経常費等補助金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 収 入
教育活動収入計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教育活動支出計

［C］教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

［F］教育活動外収支差額
［G］経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
その他の特別収入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
その他の特別支出
特 別 支 出 計

［J］特 別 収 支 差 額
［ 予 備 費 ］
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

3,373,930
31,149
106,300
465,400
443,370
2,488,000
169,010
7,077,159
4,589,380
3,225,771
602,106

0
8,417,257
△1,340,098
525,150

0
525,150
21,899

0
21,899
503,251
△836,847

0
10,000
10,000

0
0
0

10,000
300,000

△1,126,847
△1,787,726
△2,914,573
△1,289,836

0
△4,204,409

7,612,309
8,739,156

4年度決算
②

3年度決算
③

前年度決算との
差異（②－③）

予算との差異
（①－②）

3,205,255
26,288
99,458
446,044
417,593
2,425,051
196,430
6,816,119
4,368,170
3,184,925
637,735
6,911

8,197,741
△1,381,622
534,288

0
534,288
22,733

0
22,733
511,555
△870,067

0
247,987
247,987
143,984

1
143,985
104,002

△766,065
△1,794,016
△2,560,081
△952,577
263,198

△3,249,460

7,598,394
8,364,459

168,675
4,861
6,842
19,356
25,777
62,949
△27,420
261,040
221,210
40,846
△35,629
△6,911
219,516
41,524
△9,138

0
△9,138
△834

0
△834
△8,304
33,220

0
△237,987
△237,987
△143,984

△1
△143,985
△94,002
300,000
△360,782

6,290
△354,492
△337,259
△263,198
△954,949

13,915
374,697

3,273,855
30,120
120,946
466,154
530,367
2,425,577
244,055
7,091,074
4,396,192
2,945,657
497,287
4,334

7,843,470
△752,396
556,376

0
556,376
18,521

0
18,521
537,855

△214,541
1

74,793
74,794
20,055

74
20,129
54,665

△159,876
△990,967
△1,150,843
197,596

670
△952,577

7,722,244
7,882,120

△68,600
△3,832
△21,488
△20,110
△112,774

△526
△47,625
△274,955
△28,022
239,268
140,448
2,577

354,271
△629,226
△22,088

0
△22,088
4,212

0
4,212

△26,300
△655,526

△1
173,194
173,193
123,929
△73

123,856
49,337

0
△606,189
△803,049
△1,409,238
△1,150,173
262,528

△2,296,883

△123,850
482,339

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

資産の部

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

7,259,787

1,858,538

9,118,325

64,760,654

22,414,693

41,793,566

552,395

1,800,517

66,561,171

60,692,306

28,417,241

8,000,000

23,656,065

619,000

△3,249,460

57,442,846

66,561,171

8,151,459

2,106,189

10,257,648

66,483,485

22,514,060

42,709,576

1,259,849

1,983,074

68,466,559

59,161,488

26,915,412

8,000,000

23,627,076

619,000

△952,577

58,208,911

68,466,559

△891,672

△247,651

△1,139,323

△1,722,831

△99,367

△916,010

△707,454

△182,557

△1,905,388

1,530,818

1,501,829

0

28,989

0

△2,296,883

△766,065

△1,905,388

基本金

　第１号基本金

　第２号基本金

　第３号基本金

　第４号基本金

繰越収支差額

純資産の部合計［C］

負債及び純資産の部合計

純資産の部

固定資産

　有形固定資産

　特定資産

　その他の固定資産

流動資産

資産の部合計［A］

■主な内容は次のとおりです。

学 生 生 徒 等
納 付 金 収 入

32億500万円

歯科大学は23億8,200万円、看護大学は6億5,000万円、短期
大学は1億7,300万円となり、歯科大学の入学定員未充足によ
る在籍学生数の減により、前年度比6,900万円減の32億500
万円となりました。

病院医療収入は21億7,900万円、口腔医療センター医療収入
は2億4,600万円となり､前年度比100万円減の24億2,500万
円となりました。

経常費補助金3億1,500万円、施設整備費補助金5,100万円、
授業料等減免費補助金4,900万円、サステナブル建築物等先
導事業補助金1億1,600万円など、前年度比1億200万円増の
6億2,600万円となりました。

【収入の部】 決算額 内　容
■活動区分ごとの収支は次のとおりです。
【教育活動収支】　経常的な収支のうち、学校法人の本業である教育研究事業の収支状況を表す。

　収入は68億1,600万円、支出は81億9,800万円となり、収支差額は13億8,200万円の支出超過となりました。

【教育活動外収支】　経常的な収支のうち、財務活動と収益事業による収支状況を表す。

　収入は5億3,400万円、支出は2,200万円となり、収支差額は5億1,200万円の収入超過となりました。

【経常収支差額】　経常的な事業活動による収支バランスを表す。

　教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合計した経常収支差額は8億7,000万円の支出超過となりました。

【特別収支】　一時的に発生した臨時的な事業活動による収支状況を表す。

　収入は2億4,800万円、支出は1億4,400万円となり、収支差額は1億400万円の収入超過となりました。

【支出の部】

科　　目 4年度予算
①

4年度決算
②

予算との差異
（①－②）

3年度決算
③

前年度決算との
差異（②－③）

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］

資 金 支 出 調 整 勘 定
当 年 度 支 出 合 計
翌年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

4,550,254
2,176,874
533,744
21,899
945,020
822,673
232,421
1,203,074
460,317
（0）

300,000
△334,400

（10,911,876）
584,144

11,496,020

4,308,655
2,134,677
540,898
22,733
945,024
681,463
369,911
1,332,232
642,378

△362,474
（10,615,497）

1,203,838
11,819,335

241,599
42,197
△7,154
△834
△4

141,210
△137,490
△129,158
△182,061

300,000
28,074

（296,379）
△619,694
△323,315

4,375,793
1,956,038
425,203
18,521
715,020
2,605,774
172,691
4,133,700
492,797

△587,952
（14,307,585）

1,320,274
15,627,859

△67,138
178,639
115,695
4,212

230,004
△1,924,311
197,220

△2,801,468
149,581

0
225,478

（△3,692,088）
△116,436
△3,808,524

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
［C］
［D］

1

補 助 金 収 入 6億2,600万円4

医 療 収 入 24億2,500万円7

1
2
3
4
5
6
7

［A］
1
2
3
4

［B］

1
2

［D］
1
2
［E］

1
2

［H］
1
2
［I］

［K］
［L］
［M］
［N］
［O］
［P］
［Q］

令和4年度事業報告および決算について
学校法人福岡学園の事業報告および決算が、5月30日開催の理事会、評議員会で承認されました。概要は次のとおりです。

令和4年度（第51期）事業報告

令和4年度（第51期）決算

1．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について
　現在の歯学教育の高度専門化とともに一般医学教育を充実させた「口腔
医学」を確立・育成することが、超高齢社会を支える歯科医学・歯科医療に
とって重要であるという考えから、ディプロマ・ポリシーとして定めた能力に
関して、各授業ユニットで何の能力を成長させることができるのか、学生に対
しシラバスで提示しながら口腔医学教育を実践しています。
　また、口腔医学の創設・育成を推進するため平成27年度に創設された「田
中健藏基金」による第7回目の事業として、口腔医学研究センターに設置の
超純水製造装置更新費の一部を支援しました。

2．教育の改善・充実等について
（1）歯科大学では、国家試験の現役合格を目指し、TKG（積上げ・繰り返し・

学習）を低学年から実践するよう支援し、学生と教員が学修の進捗状況
を確認することができるようになりました。また、第4学年は、共用試験受
験を踏まえた実践的な授業科目である「基礎臨床統合演習」において、
予習試験制度を定着させ、早期の取り組みを促進しました。

（2）歯科大学大学院では、授業内容の確認を行い、学生がより多岐の領域
を学修できるよう新たな授業科目の開講を検討しています。また、口腔
医学研究センターで大学院生18名が研究活動を行い、海外の学術雑
誌への論文発表増加に向けて研究指導を行いました。

（3）看護大学では、令和4年度の入学生から新カリキュラムを開始し、現行カ
リキュラムと新カリキュラムが併行することに伴い、シラバスを整備し、学
生の履修計画等の課題に関する対策を行いました。また、高音質・高画
質の双方向性ハイブリッド授業システムを導入し、教育成果と学生の満
足度が向上しました。

（4）看護大学大学院では、令和5年度入試から大学を卒業した者と同等以
上の学力があると認めた歯科衛生士の受験を受入れ、同時にカリキュラ
ムを見直し、新規科目を設けました。また、令和5年3月に1回生5名が修
了しました。

（5）短期大学は、実践的教育の充実に向けて学外実習先である開業歯科医
院数を82から93施設に増加させたほか、口腔のみならず全身介護の知
識・技能を備えた歯科衛生士を養成すべく、次年度2年次より開講する
介護職員初任者研修修了資格取得科目の講師・時間割を決定しまし
た。また専攻科では、21名が大学改革支援・学位授与機構より学士の学
位を取得しました。

（6）「第116回歯科医師国家試験」は、模擬試験の結果を基に全国の正答率
と乖離がある問題から苦手分野を分析し、第6学年の指導に活用したほ
か、放課後及び土日祝日に自習室を開放する等の対策を講じ、75名（既
卒含む）が合格しました。看護大学は「第112回看護師国家試験」に98
名（既卒含む）が合格し、「第109回保健師国家試験」は10人全員が合格
しました。短期大学は「第32回歯科衛生士国家試験」に39名が合格しま
した。

3．研究の活性化について
（1）「福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学 口腔医学研究セン

ター」は、第4回口腔医学研究センターシンポジウムを開催し、5つの口腔
医学プラットフォームの代表者が研究成果を発表したほか、令和4年の
同センターを活用した業績の取りまとめを行いました。

（2）看護大学では、「看護分野における口腔ケア・口腔ケア教育」に関する臨
床看護研究を継続的に推進し、日本看護科学学会において、5年連続
で口腔ケアに関するテーマの交流集会が採択されたほか、「第1回看護
に活かせる口腔教育研修」を2日間に亘って開催しました。

（3）短期大学では、コロナ禍で中止となっていた地域の高齢者を対象とし
た「口腔・全身機能の計測」を再開したほか、2022年の業績集を作成し
ました。

（4）専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告等）は、歯科大学
は108編（うち欧文58編）、看護大学は45編（うち欧文7編）、短期大学は
36編（うち欧文11編）になりました。

（5）研究活動における不正防止の確立に向け「公的研究費等にかかるコン
プライアンス教育講習会」及び「研究不正を防止するための研究倫理意
識の向上」の講演会を開催し、学園3大学の教職員及び大学院生を含め
て対象者全員が受講しました。

4．学生の支援等について
（1）歯科大学では、保護者と助言教員が面談を行い学修支援の内容や大学

の現状を説明することで大学・学生・保護者の3者のコミュニケーションの
強化を図ったほか、第1学年の学習支援制度の一環として、助教によるサ

ポーター制度を今年度も実施し、低学年からの学習習慣の定着を支援し
ました。

（2）看護大学では、チューター教員による定期面談を3回実施したほか、修学
等に問題を抱える学生に対しては保護者を交えた三者面談を含む個別
的な支援を行いました。また、学生主体の学生交流会や芸術祭の開催支
援を行い、学生同士が協力し、支え合うことができるための教育を行いま
した。

（3）短期大学では、対人関係や成績不振に悩む学生に対し、学年担任・助
言教員制度を活用したきめ細やかな支援を行ったほか、本人や保護者
を含めた面談を適宜実施しました。また、専攻科生の希望就職先に対
応すべく就職先を開拓し、総合病院や行政機関等に10名の就職が決
定しました。

（4）学園3大学と筑紫女学園高等学校との取り組みとして、医療関係職の職
業教育ならびに養成課程に関する教育の支援について、事前講義に41
名、3大学訪問コースに58名の生徒を受入れました。

（5）歯科大学、看護大学、短期大学が文部科学省の実施する高等教育の修
学支援制度（高等教育の無償化）の対象校として今年度も引き続き選定
されました。

（6）令和5年度入学者数は、歯科大学口腔歯学部70名・同大学院6名、看護
大学看護学部109名・同大学院5名、短期大学歯科衛生学科64名・同専
攻科25名でした。

5．社会との連携・貢献について
（1）地域連携センターでは、新型コロナウイルス感染症の影響で、今年度も

対面での活動をほとんど自粛・休止することとなりましたが、超高齢社会
における大学の地域貢献のモデルづくりの模索を新たな課題に加え、令
和5年度からの再開に向けた連携団体との協議を開始しました。また、学
園3大学が感染防止に留意し、それぞれ公開講座を実施したほか、リカレ
ント教育プログラム「子どもの貧困を科学する」実践編では、派遣した教
員1名が対面再開授業に参画し、多数の市民に参加いただきました。

（2）医科歯科総合病院では、口腔健診の意識を高めるため、健康診断受診
者に対し「お口の健康相談」を無料で実施し1,167名が受診され、治療が
必要な受診者には、かかりつけ医や院内の診療科への紹介を行ったほ
か、外来機能強化のため、令和5年度から「呼吸器・循環器科」を設置す
ることとしました。外来患者数は1日平均729.10人、入院患者数は32.42
人でした。

（3）口腔医療センターは、入居する建物の建て替え工事に伴い、令和5年2月
末をもって11年間の博多駅前での診療を終了し、令和5年4月より医科
歯科総合病院の診療科として再出発することとなりました。令和5年2月
までの患者数は23,812人、1日平均107.8人でした。

（4）介護老人保健施設は、福岡県ICT導入支援事業費補助金を活用し、無線
LANを整備し、介護システムを導入しました。また、新型コロナウイルスの
施設内クラスターの発生等により、入所停止や通所営業停止を行いまし
た。入所者数は1日平均57.4人、通所利用者数は1日平均21.3人でした。

6．組織運営及び財務強化・施設整備について
（1）令和5年4月から看護大学長に樗木晶子氏を、短期大学長に田口智章氏

を選任することが決定しました。また、事務局長に石橋慶憲氏を選任しま
した。

（2）本学園の中長期的な将来ビジョンとなる「学校法人福岡学園第四次中
期構想」を策定し、学園3大学、施設ごとの目標を明確にしました。期間は
令和5年度から8年間。

（3）学校法人福岡学園および福岡歯科大学は、令和4年7月に創立50周年
を迎え、新設の「50周年記念講堂」で7月24日（日）に記念式典を開催し
ました。また、平成30年7月から令和5年3月までの間、記念募金の活動
を継続し、1,014件、10,911万円の寄付をいただきました。

（4）看護大学は、大学基準協会の認証評価を受審し、「大学基準に適合して
いる」との評価結果及び認定証を受領しました。

（5）学内ICT環境の改善のため、学外からでもメールを見ることができる
Microsoft365を導入しました。

（6）外部資金導入として、文部科学省から私立学校施設整備費補助金
50,527千円、国土交通省からサステナブル建築物等先導事業（省CO₂
先導型）補助金116,151千円の助成を受けました。

（7）校舎・施設・設備の刷新と教育・研究機能の向上を目的に進められてい
る新キャンパス整備計画について、今年度は、各種WG（ワーキンググ
ループ）及びPT（プロジェクトチーム）を立ち上げ、意見聴取等を行いま
した。

令和4年度（第51期）の資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表および財産目録の概要は次のとおりです。

施設整備費補助事業による歯科大学「マルチメディア対応統
合型実技教育装置」整備費1億100万円、記念講堂機器備品費
7,900万円など、前年度比1億9,700万円増の3億7,000万円
となりました。

記念講堂建設工事費4億1,600万円、記念講堂外構等工事費
1億8,900万円、水路改修工事費4,300万円など、前年度比
19億2,400万円減の6億8,100万円となりました。

【支出の部】 決算額 内　容

施 設 関 係 支 出 6億8,100万円6

設 備 関 係 支 出 3億7,000万円7

○財産目録
■財産目録総括表（令和5年3月31日現在）（注記）資産の評価基準は取得価額基準によっている。

資産額
１ 基本財産
 （1） 土地
 （2） 建物
 （3） 構築物
 （4） 教育研究用機器備品
 （5） 管理用機器備品
 （6） 図書
 （7） 車両
 （8） 電話加入権
 （9） 敷金・保証金
 （10） 教育研究用ソフトウェア
 （11） 管理用ソフトウェア

22,633,580,515
2,893,495,049
14,936,031,279
872,168,143
1,940,173,547
98,753,239

1,649,330,806
691,032
1,705,991
41,288,900
174,009,440
25,933,089

２ 運用財産
 （1） 建物
 （2） 現金預金
 （3） 特定資産
 （4） 有価証券
 （5） 敷金・保証金
 （6） 長期貸付金
 （7） 長期前払金
 （8） 未収入金
 （9） 貯蔵品
 （10） 前払金
 （11） 立替金

43,927,590,796
24,050,014

1,203,838,151
41,793,565,500
265,737,300
16,800,000
21,700,000
5,220,459

515,873,073
19,405,360
59,774,718
1,626,221

（単位：円） （単位：円）

科　目 金　額

資産合計 66,561,171,311

負債合計
正味財産

9,118,324,831
57,442,846,480

負債額
１ 固定負債
（1） 長期借入金
（2） 退職給与引当金
（3） 長期預り金

２ 流動負債
（1） 短期借入金
（2） 未払金
（3） 前受金
（4） 預り金

7,259,787,124
5,754,912,000
1,504,375,124

500,000

1,858,537,707
945,024,000
300,137,726
460,598,000
152,777,981

科　目 金　額

季節のニュース




